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― 次 第 ― 

 

１ 開    会    

 

 

２ あ い さ つ 

 

 

３ 議    事    

（１） 先進的活動団体との勉強会 

① 合同会社 コミュニティデザイニング工房 代表 藤原一輝 

（とっとりふるさと元気塾受託者）   

【※資料は当日配布】 

 

（２） 協議事項 

① 参画と協働のまちづくりフォーラムについて【参考資料①～③】 

 

 

（３）その他 

① 次回日程   月   日（   ） 

 

 

４ 閉 会 

 

第３回 鳥取市市民自治推進委員会 
 

日時 平成２７年９月１８日（金）10:00～12:00 

場所 市役所本庁舎 ４階第２会議室 



 

 

 

年間のスケジュール 

回数 時 期 主な審議事項等 

１回 ４/２７ 
○今年度の市民自治推進委員会の活動計画について 

○市民まちづくり提案事業（市民活動促進部門）審査会委員の選出について 

２回 ７/１ 

○市民まちづくり提案事業助成金協働事業部門（行政提案型事業）交付申請

団体の審査（申請団体のプレゼンテーション） 

○先進的活動団体との勉強会について（検討） 

３回 ９/１８ 
○先進的活動団体との勉強会の実施 

○参画と協働のまちづくりフォーラムについて 

４回 ９～１０月 
○市民活動表彰被表彰者の審査 

○参画と協働のまちづくりフォーラムについて 

５回 １月 
○参画と協働のまちづくりフォーラムについて 

○委員会活動報告書の策定についての検討 

６回 ３月 

○今年度の活動の総括 

○委員会活動報告書の策定 

○来年度活動方針、計画等の検討 

○参画と協働のまちづくりフォーラムについて 

 

  

平成 2７年度の活動計画 



2015.9.18  

合同会社コミュニティデザイニング工房代表   

（とっとりふるさと元気塾事務局長）  

 藤原一輝 

とっとりふるさと元気塾の 
取り組みについて 

鳥取市過疎地域・中山間地域人材養成事業 



プロフィール：藤原一輝 （ふじわら かずき） 

・岡山生まれ・神戸育ち 

・1978年  京都市立芸術大学美術学部 I D卒業 

・同年    三洋電機株式会社㈱ デザインセンター入社 

・1984年  鳥取三洋電機㈱ 鳥取デザイン部出向 

           ラジカセ、電卓、ワープロ、FAX、電話、PC 

        産学連携（鳥大とのLED活用研究、他） 

        マーケティング担当、ネット通販担当 

           フランチャイズ経営（飲食店）別会社取締役 

       役員秘書、経営企画課長 

（授賞） 毎日デザインコンペ入選、大阪産業デザインコン    

 ペ入賞、富山県ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾝｺﾝﾍﾟ優秀賞（準ｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ） 

・2009年  三洋電機退職 

・2010年  鳥取県広報連絡協議会マネージャー 

・2011年  合同会社まちづくり工房隆 副代表 

              とっとりふるさと元気塾の受託・運営 

・2012年  合同会社コミュニティデザイニング工房代表 

・2014年  総務省地域力創造アドバイザー 

・学生時代に食べ歩きが趣味に。また紅茶と出会う 

・食べ歩きガイドブック関西編（講談社）執筆 

・鳥取県でジゲおこしに出会う。地域づくり活動スタート 

・1994年 鳥取県ジゲおこし団体協議会コーディネーター 

・タウン情報誌スペースの企画・デザインに加わる 

・鳥取の食べ歩きガイドブック「カルチャー食」編集出版 

・紅茶の会設立～現在に至る 

・和歌山県本宮町まちづくり協議会顧問契約（5年間） 

・倉吉市赤瓦テナント会会長（6年間）、紅茶専門店出店 

・世界かにフェスティバル企画・実行委員 

・とっとり夢みなと博覧会、市民プロデューサー 

・世界・梨ドリーム博覧会企画・プロデューサー 

・2002年とっとり国民文化祭食の祭典実行委員長  

・東伯プラッツ（地ﾋﾞｰﾙ）、とっとり紅茶、花の酒等商品開発 

・「とっとり大好き」「とっとりは美味しい」の企画デザイン 

・全国地紅茶サミットの仕掛け人（今年第14回目の開催） 

・鳥取県経営革新アドバーザー 

 とっとりふるさと元気塾の取り組みについて 



１．なぜ人材養成が必要なのか  

■鳥取市を取り巻く過疎地域・中山間地域の現状と課題 

 とっとりふるさと元気塾の取り組みについて 

 平成27年3月末現在で、鳥取市中山間地域の面積は市域全体の約92％ 

 を占め、人口は約50％、世帯数は46.5％と多数を占める。特に世帯数の 

 増加については、合併直後と比較して世帯分離が進んでいることが分か 

 る。 

  

 

 全国同様に、鳥取市においても人口減少や少子高齢化が進展している。 

 特に中山間地域の高齢化率は年々増加し、平成27年3月末に29.1％と 

 全市平均より３ポイント高くなっている。また１人暮らしの高齢者の増加 

 率も、平成 17年度に比べて平成23年度で49.4％の増加となっている。 

 

 

 以上のデータから分かる課題は、生活の利便性や職場を求めて中山 

 間地域から都市圏へ転出することによる「人口減少と過疎化の進行」、 

 中山間地域の担い手の高齢化による耕作放棄地の増加などによる農 

 林水産業の衰退や後継者不足など「少子高齢化の進展」と、高齢化や 

 ひとり暮らしの高齢者の増加による「集落の維持が困難」など 

 ３つの課題が存在する。 

①  人口減少と過疎化の進行 

②  少子高齢化の進展 

③  集落の維持が困難 

■鳥取市の中山間地域を取り巻く３つの課題 

平成16年12月 
合併時 

平成27年 
3月末 

増減率 
ﾎﾟｲﾝﾄ増減 

市域全体人口 200,532人 191,772人 4.4％減 

中山間地域人口 104,252人 95,198人 8.7％減 

市域全体世帯数 72,449世帯 78,099世帯 7.8％増 

中山間地域 
世帯数 

33,916世帯 36,342世帯 7.2％増 

市域全体 
高齢化率  

20.8％ 26.1％ 5.3ﾎﾟｲﾝﾄ増 

中山間地域 
高齢化率  

23.0％ 29.1％ 6.1ﾎﾟｲﾝﾄ増 

■中山間地域の３つの課題をふまえ 

  地域の課題を実践的に解決できる 

  実践者・リーダーの養成が必要 

（鳥取市中山間地域対策強化方針をふまえて） 

※中山間地域とは、平野の外縁部から山間地を指します。 

  山地の多い日本では、このような中山間地域が国土面積の73％を占めています 



２．実践者・リーダーが目指すものは、地域の活性化 

   では地域の活性化とは何か ？   

■地域に暮らす人が元気にならなくてはいけない。 

 とっとりふるさと元気塾の取り組みについて 

■人が元気になることで地域が元気になる。 

■人が元気になると・・・・・ ・地域が明るくなり、活気が出る 

・住民同士の結束力や自立性が高まる 

・地域で仕事ややりがいが生まれる 

・地域から出ていこうと思わなくなる 

・外から住みたいと思う魅力的な地域に変わる 

・移住者が増え、家族が増え、地域が生き返る 

 
 地域の皆さんがイキイキと元気になること、 
     やる気・モチベーション・向上心が生まれること。 
 

■集落・地域・まちづくり協議会・NPO等の  

 団体やグループ・人が元気になって自主 

 的に考え、課題解決に立ち向かうことで、 

 住みやすい地方の復権を実現し人口減少 

 (人口流出・少子化）等の解決につながる。 

人材養成は地方創生のテーマ 



３．とっとりふるさと元気塾の位置づけ   
   

■とっとりふるさと元気塾は、鳥取市と過疎地域・中山間地域をつなぎ、 

  実践者やリーダーを発見し育て、地域を活性化させる仕組みとして設置 

鳥取市 過疎地域・中山間地域 

とっとりふるさと元気塾 

■鳥取市中山間地域対策強化方針のテーマ「暮らした 

  い、暮らしてみたいふるさと鳥取」の実現を目指し、４ 

  つの強化対策に取り組んでいる。この強化対策に関 

  連した過疎地域・中山間地域の活性化に取り組む 

  リーダー・人材養成が急務である。 

■担当部局の鳥取市企画推進部地域振興監 

  地域振興課や各総合支所に求められる対応 ■鳥取市の過疎地域・中山間地域には、大きく３つの課 

  題が存在する。 

   ①人口減少と過疎化 ②少子高齢化 ③集落維持困難 

■課題を解決する為に、具体的な活動を立ち上げ、自主 

    的に取り組むことのできるリーダー・人材養成が求めら  

    れている。 

■具体的で実践的な活動を、主体的に取り組んでいく 

  ことのできるリーダーを養成する。 

■リーダー・人材養成を計画的に実施する ことで、地域 

  の活性化を実現する。 

■人材養成に優れた民間事業者のノウハウを活用する。 

 とっとりふるさと元気塾の取り組みについて 



４．背景として、時代の変化・意識の変化を知ることが重要 

（戦後）都市への人口集中 

都市と地方（農村）の人口が逆転 

新しい都市計画によるニュータウンの誕生 隣のマンション住人を知らない 

無縁社会 （人と人との関係が希薄になる） 

1995.1.17阪神・淡路大震災  2011.3.11 東日本大震災 

人と人がつながることの重要性が高まる 

    コミュニティデザインの時代 

村・町・地域にはもともとコミュニティがあった。 
人と人の結びつきがあって、楽しさ・喜びが
あった。 

地縁型コミュニティを活性化させる 

テーマ・目的型コミュニティを育て広める 

益々、地域間交流が求められる 

 とっとりふるさと元気塾の取り組みについて 



５．とっとりふるさと元気塾の目的と取り組むテーマ課題 
   
■鳥取市の過疎地域・中山間地域において、人口減少と過疎化の進行、少子高齢化の進展  

    に伴う集落維持の困難などの地域課題に対して、具体的で実践的な活動を自ら主体的に 

    取組んでいくことのできるリーダーを養成することを目的としている。 

地域資源 
発見・活用 

加工品開発 
特産品開発 

流通・販促 
販路開発 

集落活性化 

集落コミュニティ 

強化 

地域間交流 

促進 

売上拡大 
利益還元 

・地域の個性、特徴 

・地域の誇りや宝 

・マーケットに合った商品作り 

・６次産業化、農商工連携 

・地域ブランド力の強化 

・マーケットインの流通・販売 

・新販路開発への挑戦 

・POP、販促の強化 

・利益の地域集落への還元 

・地域の安全や環境に貢献 

・集落地域の活性化 

・安全安心の地域づくり 

・文化歴史の活用 

・グリーンツーリズム 

・移住定住の促進 

取り組むテーマ課題・総合的連鎖関係図 

塾長：深澤鳥取市長 

 用瀬町 

旧鳥取 
地域 

 国府町 

 佐治町 

鹿野町 

 気高町 

とっとりふるさと元気塾の 
対象地域 

青谷町 

東部地域 

南部地域 

西部地域 

塾生： 
集落・地域のグループや個

人、まちづくり協議会、 

NPO等の団体のリーダー、 

今後地域のリーダーとし 
て期待される方々。 

 福部町 

 河原町 

 とっとりふるさと元気塾の取り組みについて 



６．とっとりふるさと元気塾の設置・運営の内容   
   

■過去の取り組み実績と成果を活かし、運営・手法を継続することで 

  着実に人材養成を推進する 

    

①テーマ別実践ユニット活動の実施 
 
 ア.加工品・特産品等の流通・販売ルート 

   の確立実践ユニット 

 イ.住民主体の集落・地域コミュニティ活 

   動プロフェッショナル養成ユニット 

 ウ.広域的地域間交流（グリーンツーリズ 

   ム・むらとまち交流など）コーディネ 

   ーター養成ユニット 

 

②異なるユニットとの地域内交流研修 

③全市域対象成果報告発表会 

 

・テーマ別に取り組むことで、成果目標が明確 

 になり多くの塾生が目標を達成。 

・地域や塾生間の交流や連携が進み、リーダー 

 や実践者の養成が進んだ。 

・リーダー認定証を多くの塾生に交付した。 

第１期 とっとりふるさと元気塾の成果 

平成２３年度とっとりふるさと元気塾 

 

・元気塾スタートの年 

・地域限定、元気塾試行錯誤の年 

平成２４年度とっとりふるさと元気塾 
 

・元気塾本格的稼働の年 

・地域を拡大、取組み目的を限定 

平成２５年度とっとりふるさと元気塾 
 

・実績や成果を重視し活性化した年 

・ブロック別（地域限定・目的明確化） 

 平成２３年～２５年度の取り組み 

第２期 平成２６年度の成果 

 平成２６年度の取り組み 

①元気塾の過去の成果をさらに発展させる 

 ために、継続性のある実践を重視した人 

 材養成の運営を行う。 
 

②第１期から取り組んできた集落や地域、 

 塾生との関係性を尊重した運営を行い、 

 信頼性のある人材養成を継続する。 
 

③塾生に合った年間スケジュールを作成し 

 計画的な運営を行いリーダー認定書授与。 
 

④実践活動を通じて、塾生間のコミュニケ 

 ーションや仲間づくりを促進させ、地域  

 や塾生間の連携を実現する運営を行う。 
 

⑤塾生の多様なニーズに応えられるように 

 女性講師や交流専門の講師を増やし、地 

 域現場に密着したフォロー対応を行う。 

第２期 平成２７年度の内容 

 平成２７年度の取り組み 

 とっとりふるさと元気塾の取り組みについて 



７．平成27年度人材養成の指導の方向性と取り組み目標 
   

 とっとりふるさと元気塾の取り組みについて 

■平成２３年度、２４年度、２５年度、２６年度の４年間に「とっとり 

  ふるさと元気塾」で塾生が取組んだ実績や成果をふまえ、２７ 

  年度は今まで取組んできた塾生や新しい塾生が、実践者・リ 

  ーダーとして自立し活動できるよう指導する。 

① とっとりふるさと元気塾の過去の実績と成果を活 

  かした人材養成とする 

■人材養成の要点は、塾生自らが地域の中で実践的に課題を解 

  決できるようになることである。また、塾生の成果を第三者からも 

 見える形にすることが重要である。 

② 中山間地域の課題を実践的に解決し、成果が見え 

   る形になるよう指導する 

■ 塾生が取り組む３つのテーマ（特産品開発・集落活性化・地域 

  間交流の促進）を自主的に実践する環境を作り、塾生が自立 

  した活動を通じてリーダーに成長する。 

取り組んだ成果が見える講座・カリキュラムを推進 

講師と塾生の信頼感を育てるフォロー対応の推進 

■ 人材養成の取組み成果が見えるよう、数値化や具体的な実 

  績を生み出すための出前養成講座や専門講座の検討と、年 

  間のカリキュラムを計画する。 

■ 塾生と講師が地域の実情や課題についてディスカッションを 

  重ね、相互信頼感を深められるようにフォロー対応を継続的 

  に行う。 
■塾生の取り組む３つのテーマについて、専門的な習熟度を高め 

 られ、目標 を達成することができるよう指導する。 

③ 塾生が課題とするテーマを解決する為の専門性が  

  高められる内容とする    

自主的に実践し、自立した地域リーダーの実現 

人材養成の指導の方向性 人材養成の取り組み目標 

■元気塾に取り組んできた実績や成果を活かした指導と取り組み目標  

 により、塾生が自立した地域リーダーに成長することを目指す 

    

http://www.emin.jp/people/098.html
http://www.emin.jp/people/097.html


８．平成27年度のとっとりふるさと元気塾の事業内容 
   

 とっとりふるさと元気塾の取り組みについて 

■とっとりふるさと元気塾で実施する主要な講座は２つ  

 地域別出前養成講座とテーマ別専門講座を中心に人材養成事業を推進 

    

加工品・特産品の開発 

集落活性化・地域コミュニティ 
の強化 

地域間交流の促進 

テーマ別専門講座の実施 地域別出前養成講座の実施 関連開催事業 

■４ブロック別（旧鳥取市、東部地域、 

  南部地域、西部地域）にモデル地 

   域を選定し、活動の核となるグルー 

    プや人材の養成を目指す。 

■地域に出かけて、地域に合った 

  テーマで講座を開催する。 

テーマ  ア 

テーマ  イ 

テーマ  ウ 

開校式の開催 

全市域対象公開講座開催 

（成果報告発表会の開催） 

■平成27年度は７月４日に開催 

■今年度の事業実施計画、実 

  施方針の説明など 

■第１回テーマ別専門講座開催 

  及び導入研修の実施 

■今年度塾生の実績と成果発表 

■元気塾修了者へリーダー認定 

  証を授与 

■元気フェスタを開催し、地域文 

    化の魅力を発信する 



９．地域別出前養成講座の考え方・ねらい・要点 
   

 とっとりふるさと元気塾の取り組みについて 

■集落や地域の住民・行政・とっとりふるさと元気塾が連携・協議・ 

 相談を行い、地域に合った講座を開催    

地域別出前養成講座のねらい・要点 

地域別出前養成講座のモデル地域の選定や開催テーマ

などの決定については、４ブロック別（旧鳥取市、東部地

域、南部地域、西部地域）に集落・地域、行政、とっとり

ふるさと元気塾が連携・協議・相談を充分に行う。 

集落・地域 

住民 

行 政 とっとりふるさと

元気塾 

・集落や地域の住民 

・まちづくり協議会 

・NPO等の団体リーダー 

 など 

・鳥取市担当部局担当課 

・各総合支所担当課担当者 

・地域振興推進員、GT担当者 

・必要に応じて、広報担当者など 

・とっとりふるさと元気塾事務局 

・アドバイザーや講師 

・その他関係者など 

連携・協議・相談 

４ブロック別の連携・協議・相談が基本 地域事情に合った内容で少人数の開催 

出前養成講座の主役は地域の人 フォロー対応により成果につなげる 

・地域別開催地域の選定や開催テーマにつ 

 いては、あくまでも地元の地域や集落の希 

 望を優先するが、実施にあたっては行政、 

 元気塾事務局との連携・協議・相談により 

 決定する。ブロック別担当者会を開き協議。 

・すでに活性化している地域ではなく、今後 

 活性化が必要な地域などを対象とする。 

・地域の課題や重要度は様々で、地域によっ 

 て異なる。開催にあたっては、地域の事情な 

 ど地域に合った内容・テーマをとりあげ、少人 

 数による講座を中心に開催する。 

・参加しやすい時間帯や開催場所、開催形式 

 などを地域と一緒に検討し、講演や会議形 

 式ではなく、ディスカッションを中心とする。 

・地域の課題は、地域の人が解決しなけれ 

 ば活性化は遠い。あくまでも主役は地域 

 住民であり、出前養成講座でも地域の人 

 が主役になるような進行を心がける。 

・出前養成講座の目的は、地域活動の核と 

 なるグループや個人のリーダー養成であ 

 る。講座を通じリーダーの発見につなげる。 

 

・出前養成講座の開催は、あくまでも活性化 

 のきっかけにすぎない。講座を通して知り 

 合ったグループや個人がリーダーとして成 

 長するために、その後のフォロー対応を行 

 い具体的な成果につなげる。 

・フォロー対応により、テーマ別専門講座や 

 ネットワーク形成などと連携させる。 



10. 地域別出前養成講座の講座スタイル・開催地域 
   

 とっとりふるさと元気塾の取り組みについて 

■地域別出前養成講座の実施スタイルと開催地域での内容案    

■東部地域（福部町、国府町） 

・福部海士を元気にしよう会、楽居大学 

・雨滝集落、上地集落、成器地区公民館 

・吉野集落、中河原集落、宮下地区など 

■旧鳥取市（東郷地区、神戸地区など） 

・神戸地区公民館、岩坪集落、新緑の会 

・東郷地区公民館、とうごう未来応援隊 

・河内集落、高路集落、その他まち協など 

地域別出前養成講座の開催場所 

（ブロック別４地域） 

旧鳥取市 

（東郷地区、神戸地区など） 

東部地域 

（福部町、国府町） 

南部地域 

（佐治町、用瀬町、河原町） 

西部地域 

（鹿野町、気高町、青谷町） 

地域別出前養成講座のスタイル 

① 皆で考えるワークショップ型の講座 

・高齢化や人口減少が進む中、何を始めればい 

 いのか分からず課題だけが残されている地域 

 がある。まず話し合うことから始め、皆で考 

 えることを主にしたワークショップ型の講座 

 を開催する。 

② 具体的なテーマ設定型の講座 

・今まで取り組んできた塾生の中で、次のステ 

 ップに進もうとしている塾生やグループもい 

 れば、課題やテーマをこれから解決していこ 

 うという段階の塾生やグループもいる。それ 

 ぞれの段階や条件に合ったテーマを設定した 

 講座を開催する。 

③ 地域の状況に合った少人数型の講座 

・元気塾や行政が主導するのではなく、主体は 

 地域住民で、地域の状況や事情を優先した講 

 座とする。人数を多く集めるのではなく、少 

 人数による実質的な内容を重視し、開催時間 

 や場所についても充分に考慮した講座とする。 

開催地域の検討 

■南部地域（佐治町、用瀬町、河原町） 

■西部地域（鹿野町、気高町、青谷町） 

（主体となる集落・地域、グループ・ 

 団体など） 

・加瀬木地区、クラフト工房ローダンセ 

・ときわ流しびなの会、江波集落、用瀬地区 

・小河内集落、神馬集落、国英地区など 

・小鷲河ふる里をまもる会、鬼入道集落 

・逢坂地区公民館、日光地区、酒津 

・井手が浜地区、絹見引地集落、日置地区 



11. 平成27年度の地域別出前養成講座の実施内容（１） 
   

 とっとりふるさと元気塾の取り組みについて 

■開催方針・達成目標 
 
・地元の地域資源を活かし集落及び地域 
 コミュニティの活性化を図る 
・霊石山を中心とした地域資源を活用し、 
 観光と地域間交流につなげる為の方法 
 などを探る  

■開催方針・達成目標 
 
・浜湯山集落の観光資源を再発見し地域の活  
 性化を図る 
・多鯰ヶ池を中心に梨やらっきょうの花などを 

 活用し、観光と交流を テーマに進める 



12. 平成27年度の地域別出前養成講座の実施内容（２） 
   

 とっとりふるさと元気塾の取り組みについて 

■開催方針・達成目標 
 
・逢坂地区には名水で有名な殿集落や会下  

 集落のうぐい突き保存会の活動、有機の里 

 づくりなど独自な活性化の取り組みをしている 

・これらの活動を連携させることで、地区全体の 

 活性化につなげたい  

■開催方針・達成目標 
 
・大茅地区の地域資源を活用して地域の活性化 
 を図る 
・栃本廃寺とホタルの里づくり、雨滝を連携させ 

 た取り組みを推進 



13．成功例や取り組み事例から学ぶべきことは何か 
  
地域活性化の取り組みは全国に多数ある。 
成功といわれる事例もあるが、本当に役に立つのか？ 
 

滋賀県長浜の黒壁の取り組み 

鳥取県境港の水木しげるロード 

三重県伊賀の里モクモク手づくりファーム 

大分県豊後高田市の昭和の町づくり 

鳥取県倉吉の赤瓦、などなど 

＜特産品＞ 

徳島県上勝町の葉っぱビジネス（㈱いろどり） 

兵庫県多可町のマイスター工房八千代の巻き寿司 

などなど 

○真似をして成功した所は無い 

○成功事例は聞いて面白いだけ 

○そのまま真似ても失敗する 

■成功事例 

★成功した人の覚悟を聞く 

★工夫した所、悩みは参考になる 

★成功の仕組みを分析し考える 

オリジナルワンを目指せ 

 とっとりふるさと元気塾の取り組みについて 



私と小鳥と鈴と 
 
私が両手をひろげても、 
お空はちっとも飛べないが、 
飛べる小鳥は私のように、 
地面（じべた）を速くは走れない。 
  
私がからだをゆすっても、 
きれいな音は出ないけど、 
あの鳴る鈴は私のように 
たくさんの唄は知らないよ。 
  
鈴と、小鳥と、それから私、 
みんなちがって、みんないい。 

 14. 金子みすず的 地域づくり（地域活性化） 

大正末期～昭和の初めにかけて活躍した童謡詩人（1903～1930） 

こだまでしょうか   ＡＣのＣＭで有名に 

地域づくりは人それぞれ 

自分にしかできないものを 

同じ地域づくりはありません 

ここにしかない地域づくりを 

 とっとりふるさと元気塾の取り組みについて 

//upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/9/9f/Kaneko_Misuzu.jpg


15. テーマ別専門講座の考え方・ねらい・要点 
   

 とっとりふるさと元気塾の取り組みについて 

■専門講師により塾生のテーマ別専門性を高め、見える成果に結びつく  

  ように講座を運営  

テーマ別専門講座のねらい・要点 

成果に結びつけて見える形にする 専門講師による専門性を高める講座 

学びと実践・県外研修など具体化重視 専門講師によるフォロー対応を実施 

・取り組みのゴールを抽象的なものに終わ 

 らせないために、塾生が今まで取り組んで 

 きたテーマ・内容をさらに進め、具体的な 

 目標を設定し、成果に結び付けられるよう 

 な専門講座を開催する。 

・成果の見える化によって、達成感が湧き、 

 地域の中で評価されるリーダーに育つ。  

・成果に結びつけるためには、各テーマの専門 

 性や高度化に取り組む必要がある。元気塾 

 の講師は各テーマの実践者であり他地域の 

 成功事例や失敗例をよく知っているので、効 

 果的な課題解決の診断・相談に応えられる。 

・年間に必要に応じて、専門講座を３回以上開 

 催し、塾生の目標達成につなげる。 

・自分で考える学びと実践や行動による専 

 門講座を目指している。テーマごとに関連 

 したカリキュラムを設定し、カリキュラムを 

 通して塾生のスキルや習熟度を深める。 

・具体的な実践を重視し、販売実習などで 

 県外研修も検討する。個別相談や少人数 

 のディスカッション方式で講座を運営。 

・塾生に年間目標を設定してもらい、達成状 

 況の分析や反省を基に次のステップにつな 

 がるようにアドバイスを行う。 

・講座を開催すれば目標が達成されるわけ 

 ではない。塾生の取り組みが達成されるよ 

 うに、専門講師によるフォロー対応を継続 

 的に実施し具体的な成果を実現する。 

テーマ別専門講座３テーマの目標 

ア： 加工品・特産品の開発 

■加工品・商品開発を促進させ、パッケージや 

 ラベルなどの商品完成度を高める。 

■販路の開拓や新しい流通に挑戦し、グループ 

 や個人、集落の利益につなげる。 

■６次産業化や農商工連携などを進め、ビジネ 

 ス化による経営の強化を目指す。 

イ： 集落活性化・集落コミュニティの強化 

ウ： 地域間交流の促進 

■地域資源の再発見を強化し、集落の強みにつ 

 ながる取り組みをスタートする。 

■名水やオーガニックなど、同じテーマを持つ 

 集落との連携を進めることで活性化を図る。 

■集落ごとに強化テーマを設定して取り組む。  

■空き家の活用やグリーンツーリズム、文化や 

 歴史など集落・地域の特性を活かした交流事 

 業に取り組むことで活性化を図る。 

■農家レストランやカフェなど、農業の取り組 

 みを移住定住につなげる活動にも挑戦する。 



16. テーマ ア 「加工品・特産品の開発」の考え方、手法   

 とっとりふるさと元気塾の取り組みについて 

■売れる商品の実現や、新しい産業に結びつけるために専門性を 

 高める講座 

売れる商品・売る仕組みづくり元気塾 魅力特産品開発・販売拡大元気塾 

売れる商品企画・販売企画の強化 

魅力的なパッケージ・ラベルデザイン 

マーケティング・販路開拓・利益向上 

首都圏・近畿圏との販売連携の促進 

①売れる商品にするため商品クリニックを 

 実施。アイデア力強化や商品企画・販売 

 企画などを作成するノウハウを習得する。 
 

②商品力を高めるデザイン面の強化、チラ 

 シ・POPの作成講座で競争力をつける。 
 

③売るための市場調査や市街地での販路開 

 拓を行い、実質的な利益向上につなげる。 
 

④市内の販売ルート以外の販売ルートの開 

 発、販路開拓による販売増を目指す。 

 (東京アンテナショップや関西本部など) 

健康・美容関連のマーケットイン 

生産・加工・販売の連携強化 

新ルート開発と元気マルシエの開催 

６次産業化・農商工連携事業の推進 

①新しい商品マーケットや商品ジャンルに 

 取り組むことで競争力を強化する。ハー 

 ブや薬草など健康や美容関連商品を推進。 
 

②塾生それぞれの強みを活かし、農産物生 

 産と加工作業、販売の連携など作業分担 

 を進めることで地域競争力を高める。 
 

③独自の販売取り組みや新ルート開発を目 

 指し、元気マルシェなどを開催する。 
 

④鳥取県産業振興機構などを活用し新ビジ 

 ネス化を推進することで、産業に結びつ 

 き経済効果や新たな雇用の創出を図る。 

専門講座のテーマ・内容 専門講座のテーマ・内容 

「加工品・特産品の開発」を具体化した専門講座塾 

・餅や甘酒、ホンモロコの商品化 

・まちなかマルシェ、販売調査実施 

・ハーブや生姜、ｺﾝﾆｬｸの商品化 

・らっきょう商品の展開など 

テーマ ア の課題背景 ・専業でなく家庭や仕事があるため大量生産・大量販売の仕組みにつながらない。 

               ・地域イベントでの販売レベルで、特産品（売れる商品）に結びついていない。 

               ・ＨＰ作成やＰＯＰなど商品説明用販促物などが不充分で、販売につながらない。 

               ・利益率の考えがなくビジネス化が必要。 

http://www.kobeherb.com/wordpress/wp-content/uploads/2015/03/13fb585981233fc62e7d573965697548.jpg


17. 平成27年度のテーマ別専門講座・テーマ アの実施内容 
   

 とっとりふるさと元気塾の取り組みについて 

■売れる商品づくり講座塾 
 
開催日：7月27日（月）14：00～ 
開催場所：河原町 遠足文庫 
テーマ：商品力を強化し販売拡大 
内容：アイデア力、商品企画力、パッケージ、  

    ラベルデザインの強化・実習 

■魅力特産品の開発講座塾 
 
開催日：8月11日（火）14：00～         
開催場所：気高町飯里公民館 
テーマ：ハーブを活用し新商品開発 
内容：健康と癒しの農産物、ハーブの栽培と 

    その効能を活用した商品化を目指す 



18. いままでに取り組んだ内容・成果の参考事例（１）   

 とっとりふるさと元気塾の取り組みについて 



19. いままでに取り組んだ内容・成果の参考事例（２）   

 とっとりふるさと元気塾の取り組みについて 

公民館マルシェに挑戦 

・若葉台と遷喬公民館 
 で毎月実施中 



20. テーマ イ 「集落活性化・地域コミュニテイの強化」の  
   考え方、手法   

 とっとりふるさと元気塾の取り組みについて 

■地域資源の再発見や活用により集落の若手リーダーや新リーダー発見 

テーマ イ の課題背景 ・若者の参加が課題、これからの世代を対象とした取り組みと若手リーダー養成が必要。 

                ・取り組むきっかけのない地域の課題発見や話し合いの少ない地域の活性化が必要。 

               ・まち協などの参加者が役員に限定され、数年で役員が交代するためリーダーが育ち 

                                づらく取り組みが長続きしない事情がある。 

移住定住・集落活性化元気塾 地域資源活用・連携元気塾 

空き家・古民家など資源を活用した活性化 

全国の事例研究と県外視察による研修 

①若手リーダー候補を中心に、地域資源のブ 

 ラッシュアップ（磨き上げ）を行う。 

②古民家カフェなど魅力を発信する企画を考 

 え、移住定住につながる講座を開催する。 

専門講座のテーマ・内容 専門講座のテーマ・内容 

「集落活性化・地域コミュニティの強化」を具体化した専門講座塾 

歴史・文化再発見元気塾 

水資源や有機栽培を活用した連携の推進 

県外研修など連携を加速する実践活動 

①中山間地域の水資源や有機栽培など地域資 

 源に光を当て、集落連携による推進を強化。 

②資源を活用することが活性化の種になり、 

 連携により成果が広がる取り組みを進める。 

集落に隠れた歴史・文化の学びを実践 

地域内外を対象としたフォーラム開催 

①全国の成功事例などを参考に、県外研修な 

 どを通じて集落の活性化策を立案する。 

②企画案を現実に実践することで達成する。 

①地域資源を活かした成功事例などを参考に、 

 塾生自身が見て聞くことで内容を学ぶ。 

②県外研修により地域連携を強化する。 

①福部町海士集落、用瀬町江波集落、流し雛 

 の伝統、気高町殿集落など歴史・伝統文化 

 を学びのテーマに集落活性化を推進する。 

②学芸員による歴史・文化講座を開催する。 

①地域の歴史・文化の情報発信や集落内の合 

 意形成のためフォーラムなどを開催する。 

②共有財産になるパンフなどを作成。 

専門講座のテーマ・内容 

布勢の清水 服部神社 

http://ameblo.jp/yazujinjya/image-11182082964-11833406131.html


21. 平成27年度のテーマ別専門講座・テーマ イの実施内容 
   

 とっとりふるさと元気塾の取り組みについて 

■歴史文化の再発見講座塾 
 
開催日：7月11日（土）10：00～ 
開催場所：気高町殿公民館 
テーマ：さくら姫の伝説から学ぶ 
内容：地域に伝わるさくら姫の伝説を学び、集  

    落の活性化につなげる 

■歴史文化の再発見講座塾 
 
開催日：10月10日（土）13：30～ 
開催場所：福部町福部中央公民館 
テーマ：海士ﾌｫｰﾗﾑin福部の開催 
内容：海の民の古代交流を題材に海士の歴 

    史を学び、地域の活性化につなげる 



22. いままでに取り組んだ内容・成果の参考事例（１）   

 とっとりふるさと元気塾の取り組みについて 



23. いままでに取り組んだ内容・成果の参考事例（2）   

 とっとりふるさと元気塾の取り組みについて 



24. テーマ ウ 「地域間交流の促進」の考え方、手法 

 とっとりふるさと元気塾の取り組みについて 

■移住や定住につながる交流や海・アートなどの多彩な講座を開催 

テーマ ウ の課題背景 ・交流事業では、スタート時に費用がかかり補助金が使われることが多い。財源など費 

                用の問題で交流の継続が難しい。 

               ・イベントの開催や一過性の取り組みで交流人口は増加するが、移住や定住・経済活動 

                に結びついていない。 

地域連携・交流元気塾 海資源活用・マリンセラピー元気塾 

音楽をテーマに若者参加型交流の推進 

事例研究と取り組み視察を通じた研修 

①若者の参加によるイベント開催など新たな 

 交流企画を推進。 

②音楽など、多くに人に共感されるものを 

 テーマに実験的な取り組み内容とする。 

専門講座のテーマ・内容 専門講座のテーマ・内容 

「地域間交流の促進」を具体化した専門講座塾 

アート・文化交流元気塾 

海をテーマにした交流活動の推進 

鳥取発マリンセラピーの情報発信と実践 

①鳥取市の海の活用が遅れている。漁業と 

 しての海でなくジオパークやレジャーな 

 ど癒しのスポットとしての活用を探る。 

②海の資源をテーマとして交流を促進させる。 

アートや伝統工芸・歴史文化の魅力を深める 

継続性のある実践的な取り組みを実施 

①地域の音楽家や愛好家のネットワークを 

 はかれるような内容や方向性を検討する。 

②実践することで成果につなげる講座とする。 

①波音や潮騒、海に沈む夕日など海は人を癒 

 す絶好のテーマで、マリンセラピーと呼べ 

 る。海の魅力を活かした情報発信を行う。 

①気高町の映像の取り組みや佐治町・青谷町 

 の因州和紙の活用、福部の海士集落の交流 

 の歴史など、魅力を交流につなげる。 

②アーティスト・イン・レジデンスを計画。 

①実験的な取り組みを継続させるために、活 

 動グループやリーダーの養成を強化する。 

②取り組み例の情報発信を進め認知を高める。 

専門講座のテーマ・内容 

和紙の切り絵   
  や 
ｸﾘｽﾏｽﾂﾘｰ展 

癒しの海 

若者の農業体験 



25. 平成27年度のテーマ別専門講座・テーマ ウの実施内容 
   

 とっとりふるさと元気塾の取り組みについて 

■海の活用・交流促進講座塾 
 
開催日：7月31日（金）15：00～ 
開催場所：青谷町ｶﾌｪ・デルマー 
テーマ：海の活用とマリンセラピー 

内容：海の資源を癒しのスポットとして活用、マリ
ンセラピーをテーマにした計画推進 

■地域連携・交流講座塾 
 
開催日：8月23（日）13：00～ 
開催場所：国府町雨滝・瀧の傘 
テーマ：納涼ｻﾏｰｺﾝｻｰﾄin雨滝の開催 
内容：雨滝・瀧の傘の情報発信、地域と住民  

    の連携によるコンサートを開催 

■アート・文化交流講座塾 
 
開催日：8月27日～9月１日 
開催場所：青谷町・佐治町 
テーマ：ｱｰﾃｨｽﾄｲﾝﾚｼﾞﾃﾞﾝｽの実践 
内容：首都圏の切り絵作家６名が青谷と佐治 

    で滞在しながら制作・交流を行う 



26. いままでに取り組んだ内容・成果の参考事例（１）   

 とっとりふるさと元気塾の取り組みについて 



27. いままでに取り組んだ内容・成果の参考事例（2）   

 とっとりふるさと元気塾の取り組みについて 

テーマ：広域的地域間交流の促進 

    佐治町 地域おこし協力隊  横山 浩   



28.地域別出前養成講座、テーマ別専門講座、ネットワーク 
     形成の考え方 

 とっとりふるさと元気塾の取り組みについて 

ネットワーク形成のイメージ図（例） 

 横軸は取り組み 
  のテーマ 

 縦軸は地域や集落・活動者 

 加工品・特産品の開発 

 集落活性化・集落コミュニティの強化 

 歴史・文化の再発見と交流 

 地域間交流の促進 

 販路開拓・流通の開発 

 移住定住の促進 

 グリーンツーリズムによる活性化 

 女性や若者の力の活用 

 健康・美容マーケットの推進 

 名水・水資源の活用 

 ６次産業化・農商工連携 

 大都市圏での元気マルシェ開催 

 海資源を活用した取り組み推進 ● 

● ● 

● 

● ● 

● ● 

● 

● 

● ● ● ● 

● ● 

● 

● ● ● ● ● 

● ● ● 

● ● ● ● ● 

● ● 

● 

● 

● 

● ● ● 

● ● ● 

● 

● ● ● 

 ※その他：観光・アート・古民家カフェ・農家ﾚｽﾄﾗﾝなど 

 ※その他の地域・活動者は多数 

● ● 

● 

● 

● ● ● ● 

● ● ● 

● ● ● ● ● ● ● ● ● 

● ● ● 

● ● ● ● ● 

● 

● 

● ● 

● ● ● ● ● ● ● ● 

● 

● ● 

● 

● 

● 

● 

● ● ● ● ● 

● 

● 

● ● 



鳥取市が元気になるために人材養成が必要 

人が元気になることで地域が元気になる 

・人づくりが重要なテーマ、元気は活性化の姿 

・人材養成は重要な課題であり目的である 

・主役はあくまでも地域・集落の人である 

・行動力のあるリーダーや地域に育つことが目標 

地方創生・地域創生の重要な役割は人づくり 

・人が元気になって、地域の課題に立ち向かう 

・住みやすい地方の復権と人口減少を解決 

住民と行政をつなぎ、活性化の重要な役割を

担うのが、とっとりふるさと元気塾である 

成果が大切、成果の見える化を実現 

・専門能力の向上で具体的な成果を実現する 

仲間づくりや地域連携を進め活性化を実現 

・仲間づくりやグループづくりなどを通じて、連 

 携やネットワークを結成し活性化を実現する 

・少人数によるワークショップ型講座を基本 

・自主性を伸ばし、自立したリーダーに成長 

少人数型の講座で自立したリーダー実現 

・成功を実現する為にフォロー対応を継続する 

・塾生と講師の信頼感を深めるﾃﾞｲｽｶｯｼｮﾝ重視 

課題を解決する専門性を高める 

利益を生み、やる気になる講座を実施 

若者や女性などをテーマに交流を促進 

・若者や女性をネットワークした企画を推進 

・女性講師や専門講師による密着型研修 

・移住定住やグリーンツーリズム、名水や海、 

 歴史・文化、アートなど多彩なテーマを設定 

人材養成が必要な背景 （なぜ必要か） 講座のポイント（何を実現するか） 学びの要点（何を学ぶのか） 

・過去の成果や実績を活かした取り組み 

・多くの地域・集落住民が参加し、活性化を促進 

・拠点機能としての役割を担い信頼感を生む運営 

フォロー対応を継続し、信頼感を育てる 

・６次産業化や農商工連携などに取り組む 

・テーマ別に目標を設定し、専門講座を開催 

・利益を地域に還元することで元気になる 

・地域ブランドを推進し行政に頼らない体制に 

地域資源を再発見し連携を促進 

29. 鳥取市の人材養成事業 「とっとりふるさと元気塾」の 
     取り組みキーワード   

 とっとりふるさと元気塾の取り組みについて 



30.  まとめにかえて 

■地域資源とは、モノや形のあるものばかりでなく、人が最も重要 

■話し合いを尽くしたなら、迷わず実行に移すことで未来が見えてくる 

４. みんなで協力して地域を輝かそう 

■結局、地域を輝かせられるのは自分自身しかないと気づき覚悟すること 

考えるより実行 

やる気の源泉は 
地域の資源の中にある 

All for one 、one for all 
地域は一人のために 
一人は地域のために 

２．百回議論するより、１回の実行 

 

１．地域の活性化とは、人が元気になること 

 

■オリジン：origin：起源あり、「原型」「 原本」「原図」「原曲」「独自の作品」「原作」を意味する 

真似できない取組みを ３．オリジナルワンの取り組みを目指せ 

 

 とっとりふるさと元気塾の取り組みについて 



ご静聴ありがとうございました。 
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一般（瑞穂生姜）

一般（日光生姜）

農家　木下仁人

13

14

15

すずかけ

鹿野

おもしろ市場

気高

16

17

5

6

7

8

9

用瀬

河原

■大村地域らしい加工品として甘酒ゼ
リーを開発した。イベントでの販売を
中心に活動し商品化を目指している。

■夏のおう穴まつりなど地域イベントで甘酒
ゼリーを販売し好評を得た。新パッケージを
開発し、継続して売れる商品化が目標。

■大村地域の農産物を活かした加工品
の開発に取組む。地域イベントで販売
しながら商品化を目指している。

■地元の大豆を使ったずんだ餅やいなり寿司
を地域のイベントで販売したところ大変好評
だった。商品化への体制づくりが次の課題。

大村甘酒の会 商品開発

10

■通年販売できる商品として「やわらか姫も
ち」を開発したところ、大変好評だった。
■パッケージやラベルを新しくして商品のラ
インアップ化も図り販売拡大を目指した。
■関西本部からの紹介などもあり、販路が拡
大し製造が追いついていない状況である。加
工体制の確立が必要である。

■かみんぐ百彩の販売拡大をテーマ
に、交流を通じて地域の産物販売がで
きないか販路開拓に取り組んでいる。

■まちの遷喬地区公民館でせんきょう公民館
マルシェを開催。ターゲットは市街地の買物
弱者のお年寄りである。定期開催を目指す。

かみんぐ百彩

大村あば～ズ

販売拡大

流通開発

販売拡大

販売拡大

さくら工房 販売拡大

■気高地域のイベントを中心に瑞穂生
姜の広報と販売を推進しているが、総
合的な活動になっていない。

農家　前田真也 販路開拓
■梨の販路開拓を目標に、関西本部で
開催された商品クリニックや元気塾の
ユニット会議に参加。

■付加価値の高い梨を生産しているため、現
行ルート以外の売り先を求めている。梨以外
の農作物の取組みも含め販路開拓を目指す。

商品開発

小河内マドンナ隊 販売拡大

■2013年より、地元のもち米（満月）
を使った加工品作りを進めた。当初は
冬場のかき餅だけだったが、通年販売
のできる商品化が課題だった。
■地域でのイベント販売を中心に販売
し、小河内集落に何らかの貢献をした
いと思っている。

実践ユニット別取り組み内容・成果の一覧

目標・成果（ゴール）実践
ユニット 地域 取り組みグループ・個人・地域 テーマ

福部アイデア館管理運営協議会 販売拡大

■らっきょうの花びらの商品完成に向け、旧
サンドパルで試食販売を行った。紫蘇による
色付けも成功したので、平成27年度に量産し
商品全体の販売拡大につなげたい。
■関西本部商品クリニックの学習を活かし、
花びらを活用した花びら入り福神漬けを開
発。現在福部の漬物(ふくべ漬)を開発中。

地域おこし協力隊

■大都市圏でのマルシェでは手ごたえを感じ
たが、継続するには送料等の課題が残る。
■地域おこし協力隊の協力で、遷喬地区公民
館でマルシェを開催したところ好評だった。
市内で直接販売し販売拡大を目指す。

販路開発

■2013年に開催された緑化とっとり
フェアで開発したオリジナルのハーブ
紅茶の商品開発に取り組んでいる。イ
ベント販売の他、道の駅や地元鹿野町
での販売拡大を目指している。

■オリジナルのハーブ紅茶の他に、地元鹿野
産の生姜を使ったしょうが紅茶を開発した。
■新デザインのラベルにより、他メーカーの
商品との差別化を図っている。販売拠点を増
やすことで販売拡大につなげていきたい。

瑞穂地域加工グループ 商品開発

■工房で作っているお菓子の販売拡大
に取り組んでいる。工房オリジナル商
品の開発も課題である。

■地元での販売や地域イベントでの販売をし
ているが、それに加えて新商品開発による商
品力のＵＰが目標であり課題である。

■地元瑞穂の有機栽培生姜を活用した
加工品作りに取り組んでいる。将来の
商品化が課題である。

■生姜の甘煮や生姜入り生キャラメルなど、
加工品の試作販売を実施したところ好評だっ
た。食品加工場の確保や販売方法を検討中。

■地元以外での販売に手ごたえを感じるが、
送料がかかり継続は難しい。販売先の拡大を
目標に検討を進める。

販売拡大
■東京代官山マルシェなどに出品する
など、地元以外での販売に取り組ん
だ。定期的な販売の拡大が課題。

■しょうがぽかぽかフェスタなど、地域イベ
ントでの販売に取り組んでいるので、継続し
た取り組みにしていきたい。

■しょうがぽかぽかフェスタや日光地区独自
イベントの開催、生姜商品の開発も進み日光
生姜の販売拡大につなげている。

■気高地域のイベントに加え、独自の
イベント開催や日光生姜を使った商品
化を進めることで販売を拡大したい。

■米の有機農業に取り組んでいるが、
その他の農作物も含めて可能性を広げ
たいと考えている。

■有機米の他に、元気塾のユニット会議で得
た特徴のある農産物なども検討。交流もテー
マに考え地に足の着いた取り組みにしたい。

番号

■「因幡万葉こんにゃく」というブランドを
作り、ラベルも新しく作成し完成した。
■因幡万葉こんにゃくの販売拡大のため、関
西本部や商店などの意見を聞いた。
■こんにゃく商品は市場競争が激しく県外よ
り地元販売を中心にした取り組みを強化、こ
んにゃくのから揚げなどの商品化を検討中。

手づくり梨工房 販売拡大

■長年佐治の梨を活用したシャーベッ
トやジャム、梨あめなどを製造販売し
ており、販売拡大が課題であった。
■昨年、新デザインのパッケージ・ラ
ベルを開発し販売をスタートさせた。

1

■新パッケージ・ラベルの梨ジャムと梨あめ
については既存ルートでの販売増を達成。
■新ラベルを活かした梨のコンポートを販売
するなど、マーケティング力を活かした商品
開発と販売ルートの開発を継続推進中。

中河原集落サークルつくしんぼ 流通開発

■地元のこんにゃく芋を使ったこん
にゃく作りに長年取り組んでいるが、
地元での販売が主であった。
■販路を拡大できないかと考え、東京
のマルシェでの販売に取り組んだり関
西本部商品クリニックや道の駅のアド
バイスを受け可能性を探った。

佐治
販売拡大

■平成24年から東京代官山マルシェな
どに出品するなど、佐治地域以外での
販売を模索していた。
■鳥取市内のふるさといっぱい市に出
品しマーケティングを実施。

2

取り組み内容・課題

■２年前から福部の特産品らっきょう
の皮を使った加工品「らっきょうの花
びら」の新商品化に取組んでいる。
■従来商品を旧サンドパル・道の駅・
わったいな・JR楽市楽座などで販売し
ているが、新商品を開発して販売を拡
大し福部をPRしたいと考えている。

福部

国府

たにがみ農園 販路開拓
■梨の販路開発のために、東京代官山
マルシェや会員制ネット販売にも取り
組んでいる。

■マルシェよりネット販売での冬の梨という
売込み方に販売拡大の手ごたえを感じた。新
しくチコリの販売拡大も目指している。

3

4

実
践
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実践ユニット別取り組み内容・成果の一覧

目標・成果（ゴール）実践
ユニット 地域 取り組みグループ・個人・地域 テーマ番号 取り組み内容・課題

■2013年から引地集落全体で取り組みを開始
し引地びわ茶の会を設立。びわの葉を収穫し
葉の加工は専門業者に委託してびわの葉茶を
完成させた。大変好評で、地元直売の他に地
域の販売拠点にも出品し販売を継続中。

18

19

20

オアシス東郷

■しょうがジャムやきゅうりの佃煮、
味噌、きゃらぶきなど地元の食材を活
かした加工品作りに取り組んでいる。
■2013年に加工品の新ラベルを作成
し、販売の拡大を目指している。

■加工品の商品力をアップさせ、地域のイベ
ント販売を中心に販売していた。
■地域からの協力者が現れ販売ルートも増え
て販売の拡大につながっている。継続してい
きたい。

販売拡大

鳥取
神戸ふれあいセンター

■神戸地域の食材を活かした加工品作
りを複数のグループで取り組んでお
り、神戸ブランドの実現をしたい。

■元気塾の協力で、神戸地域共通のマークと
ラベルデザインを作成し、ユニフォームも製
作した。イベントで着て地域を盛り上げた。

農家　福本政男
■自然薯など特徴のある農産物を作り
販売しているが、地域以外での販売を
するための流通開発が必要である。

■鳥取以外の近畿圏などで販売したいと思
い、関西本部や元気塾のユニット会議で情報
収集をし、販路・販売拡大を目指している。

流通開発

販売拡大

21

神戸地区公民館 地域
活性化

ふるさといっぱい市 地域
活性化

■中山間地域の農産物生産者と鳥取市
街地のカフェレストランがコラボし、
農産物販売に取り組んでいる。

集落
活性化

屋住地域協議会 集落
活性化

■屋住集落の地域資源の再発見と、資
源を活かす取り組みを実施している。
■集落の人口減少や耕作放棄地の増加
などが進んでいるので住民が知恵を出
し合い対策を考えることが重要。

■2012年度に海士集落の地域の宝を再
発見し、海士の未来を語る会を開催し
た。地域の若者や女性も参加し、集落
の活性化について話し合える場作りな
ど地域全体の取組みにしていきたい。

地域
活性化

■大村地区公民館として、大村地域の
宝である地域資源を活かし、地域の活
性化の活動を支援している。

6

気高

用瀬

鳥取

福部1

青谷8

22

23

7

9

引地びわ茶の会 商品開発

■青谷町引地はびわの産地であり、特
産のびわを活用できないかと思ってい
た。
■びわの葉が健康に良いことを知り、
びわの葉茶の製造販売に取り組んだ。

勝部地域まちづくり協議会 地域
活性化

■元気塾の出前養成講座を通じて、水や米、
古民家など屋住の地域資源をテーマに再発見
した。名水珈琲やおにぎりの提供、景観を重
視した交流事業などに取り組み、公民館を核
に自立した地域を目指したい。

大村地区公民館

■海士地域の歴史や文化を知り活かすことが
大切だと気づき、服部神社をテーマに取り組
みを始めた。服部神社の切り絵を作成し神社
のカレンダーを氏子へ配布した。春祭りに灯
篭も作り盛り上げたい。

海士を元気にしよう会

■神戸地区公民館として、地域の資源
を活かした地域の活性化を支援してい
くことが課題である。

■神戸を語る会など地域活性化の推進と特産
品である桃の振興、加工グループなどを支援
し魅力ある地域づくりを実現したい。

■布勢の清水（名水）を使った名水珈琲や地
元の蕎麦を使った名水蕎麦、名水ようかんな
ど水をテーマにした交流活動を進めている。
■清水利用者との交流を目的とした桜姫交流
会を独自開催し活性化に取り組んだ。

■地域の宝である布勢の清水など殿集
落の地域資源を活かした取組みや、清
水の清掃活動など環境保全や景観形成
を通じた住民参加の地域活性化に取り
組んでいる。

上野地区活性化協議会

逢坂地区公民館 地域
活性化

■逢坂地区公民館として、地域の資源
を活かした地域の活性化の活動を支援
している。

■地域には有機農業や休耕田を活かした取組
み、大堤や布勢の清水の活動がある。逢坂み
んなで連携した取り組みにつなげたい。

■青谷特産のびわを使ったびわの実ロール
ケーキを開発したところ大変好評だった。
■青谷地域の魅力を情報発信できたのと、職
員、利用者が一体となって販売の拡大に取り
組めて良かったと思う。

販売拡大のぞみハウス

■青谷特産のびわを使って地域を盛り
上げたいと思い、びわを活用した加工
品の開発に取り組んでいる。
■新商品を発表することで既存商品の
販売拡大につなげたいと思っている。

青谷

いなば糀善 販路開拓
■農産物販売と農産物の加工品販売に
取り組んでいる。アスパラの粕漬けな
どの販売・販路拡大が課題である。

■関西本部の商品クリニックや元気塾のユ
ニット会議で販路開拓の相談を行った。イベ
ント販売の他、販売先の定着と継続が必要。

10

11

2 佐治 ㈱さじ弐拾壱 地域
活性化

■佐治地域の５つの宝である地域資源
を活かし、地域の活性化に取り組んで
いる。

■和紙や民話、梨、食など特徴のある文化
と、自然や景観を活かした独自の取組みによ
る活性化を目指している。

■上野地区の文化や歴史、豊かな自然環境な
どの地域資源を活かした取組みを進めて上野
の魅力を発信したい。
■交流館を中心とした交流イベントや秋の収
穫祭の活動を継続し活性化を図っていく。

■勝部地域の魅力あるまちづくりや安
全安心なまちづくり、交流人口増加を
テーマに取り組んでいる。
■具体的には、不動滝など地域資源を
活かした取組みや環境整備などボラン
ティアの活用、地域ガイドの養成が地
域活性化に必要と考えている。

■課題を実現する為には、集落やまちづくり
委員、地域住民の意識改革と地域が一体と
なって活動を推進することが重要である。
■魅力あるまちづくり、安全安心なまちづく
りを３年以内に実現し、交流人口の増加を図
りたいと思っている。

集落
活性化

■上野地区の地域資源を活かした取組
みの継続と、交流拠点施設（上野ふれ
あい交流館）の活用を進め活性化を図
りたい。

大村地区まちづくり協議会 地域
活性化

■公民館と連携し、大村地域の宝であ
る地域資源を活かした地域の活性化活
動を推進している。

清水の恵みを守る会 集落
活性化

■鳥取市街地のカフェレストランで、毎月１
度「ふるさといっぱい市」として農産物を継
続して販売。都市部の消費者と中山間地域と
の交流や地域の活性化につながっている。

■独自の企画で地域サロンなどを開催。地域
と公民館、まちづくり協議会が協力して実施
する体制の確立が重要である。

■おう穴群など地域資源をテーマにしたイベ
ント活動を通じて、地域が一体となった活性
化を実現できるよう推進している。

3

4

5
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実践ユニット別取り組み内容・成果の一覧

目標・成果（ゴール）実践
ユニット 地域 取り組みグループ・個人・地域 テーマ番号 取り組み内容・課題

地域
活性化

■平成23年度から気高町の特産品の生
姜と温泉、健康をテーマに交流イベン
トを開催している。
■実行委員会方式で地域の関係者が協
同運営し気高の冬を盛り上げている。

■毎年、継続した取組みに成長してきてい
る。地域で企画し、地域の有志・団体・グ
ループの協力と連携により、交流イベントに
育ってきた。冬の交流イベントとして定着さ
せ、地域の活性化を図ることが目標である。

鳥取市鹿野往来交流館
「童里夢」 交流促進

睦逢うぐい突き保存会 交流促進
■逢坂地区にある大堤池で、400年以
上の歴史を持つ伝統行事「うぐい突
き」を継承し交流を促進している。

■毎年１０月に逢坂・大堤のうぐい突きを開
催している。地域外からの参加者が増え屋台
村も出現、出会いと交流の場に育てたい。

しょうがぽかぽかフェスタ実
行委員会

■地域の観光拠点施設として、地域内
交流と地域外交流に取り組んでいる。
■ホームページやFaceBookを中心とし
た情報発信や地域と観光客との交流を
目指しイベントを開催している。

■鹿野城下町をにぎわいのある城下町にする
ことが目標の一つである。
■平成25年度から交流している東京の切り絵
作家による因州和紙の切り絵展を今年度も開
催、都市との交流を促進し活性化を図る。

ゆうゆう健康館けたか 交流促進
■浜村温泉街にあって地域内外から多
くの方を迎えており、地域イベントの
際は積極的に協力している。

■気高イベントとして定着してきた「しょう
がぽかぽかフェスタ」ではイベント会場とし
て提供し、交流拠点の役割を担っている。

正調会　貝殻節踊り 交流促進
■気高を代表する文化である貝殻節踊
りを伝承する活動を通じて、地域の魅
力を発信している。

■「しょうがぽかぽかフェスタ」をはじめ、
地域の交流イベントなどに協力し、貝殻節踊
りの魅力を紹介している。

あおや和紙工房 交流促進

■和紙工房では、年間を通じて因州和
紙の魅力を発信するイベントなどの取
り組みをしている。
■元気塾の関係で東京の切り絵作家が
訪れ、剪画展の開催が検討された。

■東京の切り絵作家との交流により、因州和
紙を使った剪画展（切り絵展）を開催した。
■将来的には、東京の作家が手漉きを体験
し、滞在しながら作品を制作するというアー
ティストインレジデンスを実現したい。

■浜村温泉映画祭を開催し、浜村温泉街・旅
館を舞台にした短編映画「ようこそ浜村へ」
を上映した。地域を題材にしたショートムー
ビーによる地域活性化や交流促進の可能性
を、さらに広げていきたい。

カフェ＆ペンションデルマー 交流促進
■青谷地域の素晴らしい海を活かした
交流による地域の活性化に取り組んで
いる。

■山陰海岸ジオパーク関連イベントを毎年実
施しており、サーフィンをテーマにした取り
組みなど海の交流を促進していきたい。

地域
活性化

■地域の食材を活かした食べる会を開
催している。地域外との交流を、さら
に進めたいと思っている。
■地域資源を活かした観光につながれ
ば、地域が活性化すると思う。

■年間定期的にバイキング方式の食べる会を
開催している。その際、不動滝の見学やコン
サートも開催し地域の魅力を情報発信した。
■元気塾の交流研修で学んだ、継続した取組
みと地域連携の推進を実現したい。

かちべ伝承館（かちべ豆っこ）

ことるり舎 交流促進

■短編映画（ショートムービー）を題
材に、映画（映像）の力を借りて、浜
村温泉の活性化に取り組んでいる。
■映画制作を学ぶ湯けむり映画塾を開
催、映画による交流を進めている。

国府 雨滝自治会

■自分の所の野菜等を使ったピザを作り、特
徴のあるレストランを作って、地域の交流に
つながる取り組みにしたい。

地域おこし協力隊

田中農園 交流促進
■儲からない農業から儲かる農業を目
指す。農産物の加工や販売を促進する
農家レストランを実現したい。

交流促進

■佐治の因州和紙の振興に取り組んで
いる。因州和紙を使った剪画展での剪
画ワークショップの推進とかみんぐさ
じのクリスマスイベントの運営と推進
を行った。

2

8 鹿野

1

青谷

気高

河原

■雨滝を活かした地域の活性化を目標
に、地域の交流拠点「瀧の傘」を通じ
た交流イベントの開催を計画。

■元気塾のユニット会議で参加者から提案さ
れたアイデアの実現に取り組んだ。
■傘をテーマに、米子の和傘屋とコラボした
和傘展を開催し瀧の傘の情報発信を行った。
好評だったので来年度継続を検討中。

交流促進

用瀬 大村地区まちづくり協議会 交流促進

■大村地区の地域資源である「おう
穴」への訪問者を増やして交流活動を
進め、ガイドも増やしたい。
■地域の特産品を開発して、訪問者に
販売し地域に貢献したい。

■おう穴群など地域資源を観光に活かすため
にＭＡＰを作成し加工品も開発した。
■地域と公民館、まち協が協力してネー
チャーガイドを１０人養成し、大村・おう穴
の知名度を上げたいと思っている。

3

4

5

佐治

かみんぐさじ 交流促進

■因州和紙の産地としての集客と、販
売増を目指して佐治独自の活動に取り
組みたいと思っている。
■東京の切り絵作家による因州和紙の
剪画展の開催と因州和紙の大クリスマ
スツリーの展示、クリスマスコンサー
トを開催した。

■因州和紙の剪画展の開催と、同時に剪画
ワークショップも実施したところ好評で一般
の来場者が増えた。
■地元のクラフト工房ローダンセの協力で、
和紙を使った大クリスマスツリーを制作、ク
リスマスツリーコンサートも開催し、和紙産
地の情報発信と交流が進められた。

■剪画ワークショップでは、東京の切り絵作
家から剪画の講習を受け、ワークショップで
一般来場者に指導し集客に貢献した。
■クリスマスイベントでは佐治小学校生徒が
作ったツリー展示とコンサートを運営した。

■民泊の整備や一般受け入れの整備を進める
ことに積極的に取り組んでいく。
■２年後には１００名程度の受け入れ態勢を
作り年間５０００泊を目標に活動したい。

クラフト工房ローダンセ 交流促進

■佐治の木材や間伐材などの地域資源
を活用し、リース作りやアクセサリー
などを販売している。かみんぐさじの
イベントに協力して、因州和紙の大ク
リスマスツリーを開発した。

■かみんぐさじのクリスマスイベントに合わ
せて、高さ４ｍの大クリスマスツリーを作成
し展示した。
■クリスマスコンサートのシンボルとして、
佐治和紙の魅力を発信できた。

㈱さじ弐拾壱 交流促進

■民泊を中心とした交流を進めてい
る。他団体との交流にも取り組みたい
と思っている。
■民泊が増えないことが課題である。

9

10

11

12

13
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15

16
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とっとりふるさと元気塾テーマ ア  加工品 ・ 特産品の開発

販売拡大 ・ 販路開発をテーマとした専門講座の開催案内

「とっとり元気マルシェの開催」
開催日 / 平成 27 年

参加者募集中！

（参加費：食事代実費）

研修先：大阪市内
　　　プラザ・グリーンマーケット

　　　

県外販売研修　

7 ： 30 ～ 22 ： 30

主催 ： 鳥取市　　

月 日（金）
とっとりふるさと元気塾の塾生の皆様及び

集落・地域で活動されている皆様へ

テーマ別専門講座の販売拡大・販路開発

講座塾「とっとり元気マルシェ」の開催を

ご案内します。

会場の大阪市北区中之島のフェスティバル

プラザ「グリーンマーケット」は、鳥取県

東部の新鮮な野菜や果物などを定期的に販

売している拠点です。今回は「とっとり元気

マルシェ」として出店し、塾生の皆さんが

直接関西のお客様にそれぞれ農産物や加工品

等を対面販売することで、今後の商品開発や

販売拡大の取り組みの参考にしていただきた

いと思います。

ぜひご参加いただきますよう

ご案内申し上げます。

※平成 27 年度 鳥取市過疎地域・中山間地域人材

  養成事業「とっとりふるさと元気塾」は、合同

　会社コミュニティデザイニング工房が鳥取市よ

　り事業を受託しています。

鳥取市の情報発信拠点「ととりのまんま」

 平成 27 年度 鳥取市過疎地域・中山間地域人材養成事業

  〒530-5 大阪府大阪市北区中之島 2-3-18
              中之島フェスティバルタワー地下 1 階サンクンガーデン
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 0857-39-0555 FAX 0857-27-3064 kf-chiiki@city.tottori.lg.jp 

 0857-75-2811 FAX  0857-74-3714 fb-chiiki@city.tottori.lg.jp 

 0858-76-3111 FAX 0858-85-0672 kw-chiiki@city.tottori.lg.jp 

 0858-87-2111 FAX 0858-87-2270 mc-chiiki@city.tottori.lg.jp 

 0858-88-0211 FAX  0858-89-1552 sj-chiiki@city.tottori.lg.jp 

 0857-82-0011 FAX 0857-82-1067 kt-chiiki@city.tottori.lg.jp 

 0857-84-2011 FAX 0857-84-2598 sk-chiiki1@city.tottori.lg.jp 

 0857-85-0011 FAX 0857-85-1049 ao-chiiki@city.tottori.lg.jp 

  

         

 chi i ki shi nko@ci ty. tottori . l g. j p 
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 FAX 0857-21-1594  

   



10 １

とっとりふるさと元気塾 地域別出前養成講座

国府町大茅地区での出前養成講座の開催案内

「大茅地区の地域資源を活かし地域を活性化」

開催日 / 平成 27 年
参加者募集中！

（参加費無料）

会場 /国府町 おおかや交流館
　　　　　　　（旧 大茅小学校）

　　　

19 ： 00 ～ 21 ： 00
　（受付 18 ： 30 ～）

月 日（木）

 平成 27 年度 鳥取市過疎地域・中山間地域人材養成事業

〒680-0206　鳥取市国府町栃本 463

雨　滝

栃本廃寺跡

とっとりふるさと元気塾の塾生の皆様及び

集落・地域で活動されている皆様へ

地域別出前養成講座の開催をご案内いたします。

開催地域は国府町大茅地区です。

大茅地区には、日本の滝１００選に数えられてい

る雨滝や昭和 10 年に国指定になった栃本廃寺跡、

夫婦杉と呼ばれる大杉がある木原神社、巨石が村

のシンボルとなっている大石など、歴史・文化の

香りが残っている集落が多くあります。また、新

たな地域活性化策としてホタルの里づくり計画も

進められています。

これらの大茅地区の地域資源を活かし、地域の活

性化を図るためにはどうすればよいのか。

地域の住民の皆さんと一緒に考え学びます。

ぜひご参加いただきますよう

ご案内申し上げます。

主催 ： 鳥取市　　
※平成 27 年度 鳥取市過疎地域・中山間地域人材

  養成事業「とっとりふるさと元気塾」は、合同

　会社コミュニティデザイニング工房が鳥取市よ

　り事業を受託しています。



１． 国府町大茅地区 出前養成講座の開催スケジュール 
 

① １９：００～ 開会 

       とっとりふるさと元気塾の今年度の事業説明 
 

② １９：１０～ 講義 

「栃本廃寺跡の歴史を知る」 

        「ホタルの里づくりなどをテーマにした活動事例に学ぶ」 

         (講師：とっとりふるさと元気塾講師、他) 

 

③ １９：４０～ 参加型ワークショップの実施（元気塾の講師により進行します） 

        テーマ「大茅地区の地域資源を活かし地域を活性化」         

・地域資源（地域の宝もの）を地域の活性化に活かす方法を探ります。 

・栃本廃寺跡とホタルの里づくりをテーマとした活性化の方向性に 

ついても考えます。 
 

④ ２０：４５～ 話し合った内容の発表、講評、意見交換 
 

⑤ ２１：００～ 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２． ＭＡＰ 

２．会場ＭＡＰ                     

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「栃本廃寺跡」   

栃本集落のはずれに直径、高さとも１メートルばかりの石が目に止まります。これが、塔の

心礎です。東塔心礎は長経１１０センチで上面を平に削り中央に経３５センチ、深さ１９セン

チの円孔と、その中にさらに直径１３センチ、深さ８センチの舎利孔が作られています。西塔

心礎は東のものより大きく、長経１８０センチで、円孔も４９センチ、深さ２０センチあり、

また舎利孔も直径１５センチ、深さ１０センチあります。７世紀の初め仏教が伝来した当時は、

寺院の中心は塔であり、その心礎に仏舎利（釈迦の分骨）を納め心柱を立て七重、五重の塔を

作ったもので、奈良時代前期に創建された寺に多く見られます。 

鳥取市国府町には、光良院、等ヶ坪等の古廃寺がありますが、草深い大茅の地に仏舎利納入

の小円孔を持つ古寺院が創建されていたことは、仏教文化の浸潤の深さを物語るものです。 

（鳥取市公式ウェブサイトより） 
栃本廃寺跡 

会場：おおかや交流館 

   （旧 大茅小学校） 

★ 

雨滝 

国府町総合支所 

殿ダム 

至：鳥取市街地 

（中河原） 

万葉湖 

 

宇倍神社 

至：桜谷 

栃本廃寺跡 

至：八頭町 

31号線 

 

１

２ 

 

大茅地区公民館 
おおかや交流館 



 

３．申込方法  

申込希望者は、電話または別紙の参加申込書にご記入のうえ郵送、ファクシミリもしくは電子 

メールで、各総合支所地域振興課（鳥取地域は地域振興監地域振興課）までお申し込みください。  

＜申込期限＞ 参加申込：９月２８日（月）まで 

 

４．申込先および人材養成事業に関するお問い合せ先 

 

■鳥取市各総合支所地域振興課 

総合支所名 電話番号 ファクシミリ 電子メール 

国府町 0857-39-0555 FAX 0857-27-3064 kf-chiiki@city.tottori.lg.jp 

福部町 0857-75-2811 FAX  0857-74-3714 fb-chiiki@city.tottori.lg.jp 

河原町 0858-76-3111 FAX 0858-85-0672 kw-chiiki@city.tottori.lg.jp 

用瀬町 0858-87-2111 FAX 0858-87-2270 mc-chiiki@city.tottori.lg.jp 

佐治町 0858-88-0211 FAX  0858-89-1552 sj-chiiki@city.tottori.lg.jp 

気高町 0857-82-0011 FAX 0857-82-1067 kt-chiiki@city.tottori.lg.jp 

鹿野町 0857-84-2011 FAX 0857-84-2598 sk-chiiki1@city.tottori.lg.jp 

青谷町 0857-85-0011 FAX 0857-85-1049 ao-chiiki@city.tottori.lg.jp 

■鳥取市地域振興監地域振興課（鳥取市役所本庁舎３階） 担当：小山 

        電話番号：０８５７－２０－３１８４、ファクシミリ：０８５７－２１－１５９４ 

電子メール： chiikishinko@city.tottori.lg.jp 

 

 

 

５．委託業者   この人材養成事業は、鳥取市が次の会社に委託して実施します。 

合同会社コミュニテイデザイニング工房  代表社員：藤原 一輝 

所在地：〒680-0862 鳥取市雲山２９８番地３６ 

携帯番号：０９０-２００４-９２２９ (藤原) ファクシミリ：０８５７－２７－６９２６ 

電子メール： n2v2kz@bma.biglobe.ne.jp 

 

 

 

 

 

６．主 催  鳥取市 

 

 

２

２ 

 



                 宛 

 

                      平成   ２７年   月   日申込 

 

発信者                

 

平成２７年度 鳥取市過疎地域・中山間地域人材養成事業 

とっとりふるさと元気塾 地域別出前養成講座 

国府町大茅地区 出前養成講座（10 月 1 日）参加申込書 

所属等 氏 名 住 所 
連絡先 

（電話・携帯など） 

（記入例） 

○○区長 

鳥取 太郎 鳥取市○○ 090-1111-1111 

 

 

   

 

 

   

 

 

   

 

 

   

 

 

   

所属等欄の記入例：一般、○○区長、○○協議会会長、委員 

① 申込書の個人情報については、人材養成事業の目的以外の目的では利用いたしません。 

② 新市域の方は、各総合支所（地域振興課）へお申込みください。 

③ その他、鳥取地域（旧鳥取市）に在住の方は、市役所地域振興監地域振興課（FAX 0857-21-1594） 

  へお申込みください。 

３

２ 
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とっとりふるさと元気塾 地域別出前養成講座

気高町逢坂地区での出前養成講座の開催案内

「逢坂地区の連携を進め地域を活性化」

開催日 / 平成 27 年

会場 /気高町 逢坂地区公民館

　　　

14 ： 00 ～ 16 ： 30
　（受付 13 ： 30 ～）

月 日（金）

 平成 27 年度 鳥取市過疎地域・中山間地域人材養成事業

〒689-0345　鳥取市気高町山宮 637-4

講師：若松 進一

とっとりふるさと元気塾の塾生の皆様及び

集落・地域で活動されている皆様へ

地域別出前養成講座の開催をご案内いたします。

開催地域は気高町逢坂地区です。

逢坂地区には、布勢の清水で有名な殿集落の活動

や会下集落のうぐい突き保存会の活動、有機の里

づくり、ふれあいのまちづくりなどの

独自な取り組みがあります。

これらの地域活動の連携や、地域の拠点づくりの

推進などを通じて、逢坂地区全体の活性化に

つなげるにはどうすればよいのかを、

地元の活動団体や住民の皆さんと一緒に

考え学びます。

ぜひご参加いただきますよう

ご案内申し上げます

主催 ： 鳥取市　　
※平成 27 年度 鳥取市過疎地域・中山間地域人材

  養成事業「とっとりふるさと元気塾」は、合同

　会社コミュニティデザイニング工房が鳥取市よ

　り事業を受託しています。

参加者募集中！

（参加費無料）

愛媛県伊予市双海町出身。

真似しない、真似できない

アイデアで地域力を作り上

げる観光カリスマ。

夕焼けプラットホームコン

サートを開催し、夕日とい

う価値を全国レベルに押し

上げた仕掛け人。



１． 気高町逢坂地区 出前養成講座の開催スケジュール 
 

① １４：００～ 開会 

       とっとりふるさと元気塾の今年度の事業説明 

 

② １４：１０～ 講義：「地域の魅力を活かした地域づくり」 

            講師：若松 進一 

講師プロフィール：愛媛県の地域づくりリーダー。総理府第 10 回青年の船班長と    

してアメリカ・メキシコを訪問。リーダーシップを見込まれ

双海町役場に入庁。広報、社会教育主事等を担当。JR下灘駅

のプラットホームコンサート、双海シーサイド公園など双海

町の「夕日のまちづくり」を主導してきた。その後、地域振

興課長と教育長などを歴任。2003 年観光庁の観光カリスマ認

定。えひめ地域づくり研究会議代表運営委員、愛媛大学農学

部客員教授、人間牧場主。 

※講義のテーマは変更となる可能性がありますが、ご了承ください。 

 

③ １５：２０～ パネルディスカッションの開催 

        テーマ「逢坂地区の連携を進め地域を活性化」         

・逢坂地区の活動団体や逢坂むらづくり協議会、地区公民館、その他関係者を

パネラーとして、取り組み内容や地域連携について話し合います。 

・講評とアドバイス 

 

④ １６：３０～ 閉会 

 

２． 会場ＭＡＰ   
   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師：若松 進一 

会場： 

逢坂地区公民館 

★ 

Ｒ９ 

至：青谷 

至：鳥取市街 

● 

浜村署 

鹿野方面 

（ｶﾝﾊﾞﾝ・信号） 

道なりに進む 

日
本
海 

山
陰
線 

勝見橋 

勝見橋すぐの信号 

至：鹿野 

県
道 

号 

198 

大堤池 

● 

逢坂小学校 

至：殿 至：鹿野、河内 

１ 

 

※駐車場は、逢坂地区公民館にあります。 



３．申込方法  

申込希望者は、電話または別紙の参加申込書にご記入のうえ郵送、ファクシミリもしくは電子 

メールで、各総合支所地域振興課（鳥取地域は地域振興監地域振興課）までお申し込みください。  

＜申込期限＞ 参加申込：９月１８日（金）まで 

 

４．申込先および人材養成事業に関するお問い合せ先 

 

■鳥取市各総合支所地域振興課 

総合支所名 電話番号 ファクシミリ 電子メール 

国府町 0857-39-0555 FAX 0857-27-3064 kf-chiiki@city.tottori.lg.jp 

福部町 0857-75-2811 FAX  0857-74-3714 fb-chiiki@city.tottori.lg.jp 

河原町 0858-76-3111 FAX 0858-85-0672 kw-chiiki@city.tottori.lg.jp 

用瀬町 0858-87-2111 FAX 0858-87-2270 mc-chiiki@city.tottori.lg.jp 

佐治町 0858-88-0211 FAX  0858-89-1552 sj-chiiki@city.tottori.lg.jp 

気高町 0857-82-0011 FAX 0857-82-1067 kt-chiiki@city.tottori.lg.jp 

鹿野町 0857-84-2011 FAX 0857-84-2598 sk-chiiki1@city.tottori.lg.jp 

青谷町 0857-85-0011 FAX 0857-85-1049 ao-chiiki@city.tottori.lg.jp 

■鳥取市地域振興監地域振興課（鳥取市役所本庁舎３階） 担当：小山 

        電話番号：０８５７－２０－３１８４、ファクシミリ：０８５７－２１－１５９４ 

電子メール： chiikishinko@city.tottori.lg.jp 

 

 
 

５．委託業者   この人材養成事業は、鳥取市が次の会社に委託して実施します。 

合同会社コミュニテイデザイニング工房  代表社員：藤原 一輝 

所在地：〒680-0862 鳥取市雲山２９８番地３６ 

携帯番号：０９０-２００４-９２２９ (藤原) ファクシミリ：０８５７－２７－６９２６ 

電子メール： n2v2kz@bma.biglobe.ne.jp 

 

 

 

 

 

６．主 催  鳥取市 

 

 

 

２

２ 

 



                 宛 

 

                      平成   ２７年   月   日申込 

 

発信者                

 

平成２７年度 鳥取市過疎地域・中山間地域人材養成事業 

とっとりふるさと元気塾 地域別出前養成講座 

気高町逢坂地区 出前養成講座（9月 25 日）参加申込書 

所属等 氏 名 住 所 
連絡先 

（電話・携帯など） 

（記入例） 

○○区長 

鳥取 太郎 鳥取市○○ 090-1111-1111 

 

 

   

 

 

   

 

 

   

 

 

   

 

 

   

所属等欄の記入例：一般、○○区長、○○協議会会長、委員 

① 申込書の個人情報については、人材養成事業の目的以外の目的では利用いたしません。 

② 新市域の方は、各総合支所（地域振興課）へお申込みください。 

③ その他、鳥取地域（旧鳥取市）に在住の方は、市役所地域振興監地域振興課（FAX 0857-21-1594） 

  へお申込みください。 

３

２ 

 



「参画と協働のまちづくりフォーラム」の実施状況について

日時 平成２１年１月３０日（土）13時30分～16時00分 平成２１年１１月７日（土）13時30分～16時00分 平成２３年１月２２日（土）13時30分～16時10分

会場 鳥取市解放センター　大ホール 国府町中央公民館　多目的ホール 鳥取市民会館　大ホール

参加者 　　人 ２５０人 ２００人

・開会 竹内鳥取市長 ・開会 林鳥取市副市長 ・開会 竹内鳥取市長

・市民活動表彰　　被表彰者（団体）　１０人（団体） ・市民活動表彰　　被表彰者（団体）　４人（団体） ・市民活動表彰　　被表彰者（団体）　１１人（団体）

・活動事例発表 ・活動事例発表 ・活動事例発表

　　　中嶋須美子 　　　村山千代子 　鳥取西地域キャラバンメイト連絡会　会長　山田節子

         「民話が育んだ出会いとふれあい」 　　　　　「ハーモニーの音色に魅せられて」 　　「高齢者の笑顔のために　ともに手をつなぐ」

　　　○日和（えんびより） 　　　愛・やすらぎ川柳実行委員会　実行委員　前田孝子 ・地域(みんな)の楽校(がっこう)づくりの会　前田伸二

         「しゃんしゃんで彩るふるさとづくり」 　　　　　「愛・やすらぎ川柳」のあゆみ 「楽校づくりで散岐を元気に」

・意見交換 ・アトラクション ・アトラクション

　　　テーマ：市民が主役のまちづくり 　　　国府東小学校「国府東太鼓」、「因幡の傘踊り」 　城北ファミリーバンド　「勇気100％」「ありがとう」「どんなときも」

　　　進行　大久保良隆（市民自治推進委員会委員長） 　中ノ郷ふるさとくらぶ　「さいとりさし」

　　　パネラー　安倍幸伸（（社）鳥取青年会議所会員） ・講演 ・講演

　　　　　　　　　小原み幸（鳥取市市民活動委員会委員） 　　　演題：二番丁地区コミュニティ協議会の取り組みについて 　　演題：「妖怪によるまちづくり・境港市観光協会の挑戦」

　　　　　　　　　福井正樹（若葉台地区まちづくり協議会 　　　講師　高松市二番丁地区コミュニティ協議会 　　講師　境港市観光協会　会長　桝田知身氏

　　　　　　　　　　　　　　「まちづくりWAKABADAI」副会長） 　　　　　　　石田雄士会長、吉田治企画委員長 　　　　　　

　　　　　　　　　林　由紀子（鳥取市副市長） ・意見交換

　　　テーマ：魅力と活力あるまちづくり

　　　進行　大久保良隆（市民自治推進委員会委員長）

　　　パネラー　臼井宏昌（美保南地区まちづくり協議会事務局長）

　　　　　　　　　山崎豪太郎（まちづくり・いきいき成器の会会長）

　　　　　　　　　福山裕正（鳥取ふるさとＵＩ〔友愛〕会会長）

　　　助言者　石田雄士、吉田治

・まとめ　家中　茂（フォーラム実行委員長） ・まとめ　大久保良隆（フォーラム実行委員長） ・まとめ　大久保良隆（フォーラム実行委員長）

・閉会 ・閉会 ・閉会

事業費 ３３６，００５円 ４５２，０８６円 ４２４，０００円

実行委員会

平成２０年度

市民自治推進委員会委員と公募市民で構成（委員数１５人）

内容

市民自治推進委員会委員と公募市民で構成（委員数１５人） 市民自治推進委員会委員と公募市民で構成（委員数１１人）

年度 平成２１年度 平成２２年度

参考資料①



日時 平成２３年１１月５日（土）12時30分～16時10分 平成２４年１２月２日（日）13時00分～16時15分 平成２５年１２月７日（土）12時30分～16時00分

会場 河原町中央公民館　大講堂 さざんか会館 市民活動フェスタと合同開催 さざんか会館 市民活動フェスタと合同開催

参加者 １７０人 ６５０人（全体） ８００人（全体）

・開会 坂本悦子実行委員長 ・開会 竹内房男実行委員長、竹内鳥取市長 ・開会 竹内房男実行委員長、竹内鳥取市長

・市民活動表彰　　被表彰者（団体）　５人（団体） ・オープニングイベント ・オープニングアトラクション

・アトラクション 　○日和（えんびより）　　しゃんしゃん踊り 　鳥取ＪＡＺＺ実行委員会　　ＪＡＺＺコンサート

　ユウト（吉本興業　鳥取に住みます芸人） ・市民活動表彰　　被表彰者（団体）　７人（団体） ・市民活動表彰　　被表彰者　２人

・活動事例発表 ・パネルディスカッション

・パネルディスカッション 　河原町民俗行事を語る会　会長　谷　幸彦（市民活動表彰団体） 　　「住みよいまちづくりに向けて」～防災について考える～

　テーマ：「中山間地域を元気に！若い世代のまちづくり実践」 　　「河原町の民俗行事」 　　　（パネリスト） 土師　高文氏（ほっと大正まちづくり協議会会長）

　パネリスト　谷村敬子（カッパ手話サークル会長） ・（特）いんしゅう鹿野まちづくり協議会　会長　佐々木　千代子 諸家　紀子氏（鳥取県ろうあ団体連合会事務局次長）

　　　　　　　　鳥谷一弘（グリーンツーリズム用瀬会長） 　　「いんしゅう鹿野のまちづくり」 富山　　茂氏（鳥取市防災調整監危機管理課長）

　　　　　　　　金田　透（金田ありのみ農園） 中島　陽一氏（鳥取市福祉保健部次長兼高齢社会課長）

　　　　　　　　水川侑也（えんがわ事業実行委員会前委員長） ・アトラクション （コーディネーター） 松原　雄平氏（鳥取大学工学部付属地域安全工学センター長）

　コーディネーター　竹川俊夫（鳥取大学地域学部准教授） 　　警察犬「カリンとフーガ」 （アドバイザー） 竹内功鳥取市長

　　じゃんけん大会

・アトラクション

　　鳥取大学奇術部　マジックショー

　　みんな集まれ！！ビンゴ大会

・まとめ　大久保良隆（鳥取市市民自治推進委員会委員長）

・抽選会　「鳥取南部マルシェ」出店団体及びユウトさんの協力

・閉会 ・閉会 ・閉会

事業費 ４１８，４５７円 ３３９，２３０円 ３０１，５３３円

実行委員会

平成２４年度 平成２５年度年度

内容

市民自治推進委員会委員と公募市民で構成（委員数１３人） 市民活動団体の代表者と市民自治推進委員会１名（委員数７人） 市民活動団体の代表者と市民自治推進委員会１名（委員数７人）

平成２３年度



日時 平成２６年１１月９日（日）10時00分～12時30分

会場 鹿野町老人福祉センターしかの和泉荘

参加者 ９０人

・開会 渡邊勘治郎実行委員長

・市民活動表彰　　被表彰者　２個人、４団体

・アトラクション

　逢峰太鼓

・パネルディスカッション

　　「中山間地域における若者の活動からまちづくりを考える」

　　　（パネリスト） 荒尾　純子氏（ことるり舎）

成瀬　　望氏（八百屋barものがたり）

大石　剛史氏（０１４（おーいし）いちご代表）

松尾　慶輔氏（前鳥取市若者会議メンバー）

（コーディネーター） 佐藤　　匡氏（鳥取大学地域学部講師）

（オブザーバー） 深澤義彦鳥取市長

・まとめ　池井輝夫（鳥取市市民自治推進委員会委員長）

・閉会

事業費 ２９０，６０９円

実行委員会

年度

内容

平成２６年度

市民自治推進委員会委員と西部地域住民（委員数１３人）
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参画と協働のまちづくりフォーラムの検証について 

 

 

 

 

平成 2６年７月３０日（水） 「参画と協働のまちづくりフォーラム」第１回実行委員会 

●市民自治推進委員会委員及び西部地域の３町の市民で構成

された 1３人をフォーラム実行委員会委員とし、第１回委員会

を開催 

●委員会スケジュール、事業費について 

●フォーラムの内容について 

              ●物販ブース出店団体 

 

平成 2６年９月２日（火）  「参画と協働のまちづくりフォーラム」第２回実行委員会 

              ●収支予算 

●物販ブース出店団体 

              ●チラシの校正 

              ●広報の分担 

 

 

平成 2６年１０月８日（水） 「参画と協働のまちづくりフォーラム」第３回実行委員会 

              ●当日の役割分担 

 

平成 2６年 1１月９日（日） 参画と協働のまちづくりフォーラム開催 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料②  
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１． 目的 

市民一人ひとりが真に豊かに暮らせる地域社会をめざすため、市民参画と市民活動の推進 

 に向けた機運を高めるとともに、参画と協働のまちづくりの重要性について考え、協働意識

の向上を図る。 

   

２．実施日時及び会場 

 平成２６年１１月９日（日）1０:０0～1２:３0  

鹿野町老人福祉センターしかの和泉荘 

 

３．参加人数 ９０人 

 

４．内容 

 ○１０：００ 開会  

あいさつ フォーラム実行委員長 渡邊 勘治郎 

 

○１０：１０ 市民活動表彰 

 被表彰者（団体）６人（団体） 

 

 ○１０：３０ アトラクション 

   逢鷲太鼓…逢坂地区の若者で昭和６２年冬に結成。逢坂地区の「逢」の字と、その南に 

そびえる鷲峰山の「鷲」の一字をとり、逢鷲太鼓と命名した。現在は逢坂地 

区以外から参加するメンバーもいる。 

 

○１１：００ パネルディスカッション 

「中山間地域における若者の活動からまちづくりを考える」 

パネリスト     荒尾 純子氏（ことるり舎） 

         成瀬 望 氏（八百屋 bar ものがたり）） 

大石 剛史氏（０１４（おーいし）いちご代表） 

松尾 慶輔氏（前鳥取市若者会議メンバー） 

       コーディネーター  佐藤 匡 氏（鳥取大学地域学部講師） 

       オブザーバー    深澤 義彦 （鳥取市長） 

 

○１２：２０ まとめ 

 池井 輝夫（鳥取市市民自治推進委員会委員長） 

 

○１２：３０ 閉 会 

 

《その他》 

 ○パネル展示 

    平成２６年度市民活動表彰被表彰者の活動紹介及び平成２５年度市民まちづくり提案事業

市民活動促進部門の事業について紹介 

  ○地域の特産物販売 

    さくら工房、気高町観光センター、すずかけ、八百屋 bar ものがたり、（株）ふるさ 

と鹿野、ふくし作業所、味菜会 

  ○手話通訳を実施 

  ○託児所開設 
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収 支 決 算 書 

 

１．〈収 入〉                             （単位：円） 

費  目 予 算 額 決 算 額 増  減 備  考 

委託料 ３4０,000 ３4０,000 0 鳥取市より委託料 

雑収入 1,000 12 △9８８ 預金利息 

計 ３４１,000 340,012 △9８８  

 

 

２．〈支 出〉                             （単位：円） 

費  目 予 算 額 決 算 額 増  減 備  考 

事務費 10,000 1１,８９0 １,８９０ 切手代、収入印紙代 

会議費 ３４,000 ２２,３７５ △１１,６２５
実行委員会委員報償

費、お茶代 

事業費 ２9６,000 ２５６,３４４ △３9,６５６

チラシ、プログラム等

印刷費、出演者謝金、

消耗品ほか 

予備費 1,000 0 △１,０００  

計 ３４１,000 ２９０,６０９ △５０,３９１  

 

（収 入）３４０,0１２円 － （支 出）２９０,６０９円＝ ４９,４０３円 

（残額は市に返還） 

 



平成 2８年度 「参画と協働のまちづくりフォーラム（仮称）」について 

 

１ 目 的 

市民一人ひとりが真に豊かに暮らせる地域社会をめざすため、市民参画と市民活動の推進に向け

た機運を高めるとともに、参画と協働のまちづくりの重要性について考え、協働意識の向上を図る

ことを目的に開催します。 

 

２ 開催予定日 

 平成２８年５～７月の土曜日または日曜日 

 

３ 場 所 

  鳥取地域 

 

４ 主 催 

 参画と協働のまちづくりフォーラム実行委員会（仮称）、鳥取市 

（実行委員会委員：鳥取市市民自治推進委員会、国府町、福部町の方） 
 
５ 具体的内容 

  必須 市民活動表彰 

  検討 アトラクション 

     パネルディスカッション 

     地域の特産品などのバザー 

 

６ 今後のスケジュール 

１０～１１月  実行体制の決定及び具体的内容のたたき台の決定 

     １２月  実行委員会の立ち上げ 

Ｈ２８．１月  第１回実行委員会の開催（第５回市民自治推進委員会と同日） 

      ３月  第２回実行委員会の開催（第６回市民自治推進委員会と同日） 

    ４～５月  第３回実行委員会の開催（第１回市民自治推進委員会と同日） 

    ５～６月  フォーラム実施 

      ９月頃 フォーラム検証（第３回市民自治推進委員会） 

 

参考資料③ 


